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１．はじめに
この度私は、米国のインディアナ大学へ病院実習に行ってきました。この実習を通して、米国の医療を実
体験し、自分の将来を考える上でとてもいい刺激となりました。皆さんのお役に立てれば幸いです。
２．海外実習を希望した理由
私は、５年次から USMLE の勉強をしており実際に日本と米国の医療や文化の違いを知りたいと思い、
実習を希望しました。
３．実習までの準備
〈実習先について〉
実習場所を決めるにあたって、５年次の春頃から父の知り合いの方で受け入れてくれる方がいたのです
が、運悪く無理になってしまい途方にくれていました。一度あきらめかけていたのですが、縁あってイン
ディアナ大学の日本人医師と知り合うことができ臨床実習が叶いました。
〈英語について〉
私は帰国子女でもないですし、昔から英語の勉強をしているわけでもありません。バックパック旅行が好
きで旅先のホテルの予約は出来るというレベルでした。実習などが重なり、英会話はほとんど勉強せず行く
ことになりました。医学英語の勉強は USMLE のおかげで大体わかってはいたのでなんとかなるかなと軽
く考えていました。結果最初英語の聞き取りにかなり苦労致しました。
４．実習について
主に平日は術前の問診と手術見学をしていました。一人で診察をさせてもらい、所見をとらせて頂きまし
た。また水曜日の朝は症例発表といって学生がプレゼンテーションをしているところを見ることが出来まし
た。さらに学生と一緒に麻酔の研修を受けたり、一緒に
授業に参加したりと盛りだくさんの３週間でした。先生
方も英語も満足に話せない私にも優しく教えてくれ、と
きには youtube の動画を見せながら教えてくれまし
た。毎日小さな課題があり、この病気にたいして調べて
くるだとか小さいものでした。あちらにいる時は会話は
ほぼ英語でした。日本人医師の方の側にいることは少な
く、むしろ初対面の人と話すことが多かったので度胸と
コミュニケーション能力がついたような気がします。
休日は日本人医師の方がパーティを開いてくれたり、
おすすめの夜ご飯を教えてくれたりと、一人でいること
があまりありませんでした。インディアナには日本人医
師や研究されている方が１０人以上いて、正直驚きまし
た。
５．最後に
実際に行ってみると、米国がすべてすごいということはもちろんないということが身をもって感じられま
した。どんなに本やインターネットで見る情報よりも実際に体験することには勝りません。ぜひ１か月とい
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う短い期間ではありますが、自分でアクションを起こしてチャンスをゲットしてください。
最後になりましたが、このような素晴らしい機会を与えてくださった山城先生に、感謝いたします。あり
がとうございました。
ラウンジにて
学生研修レポート 99
